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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 晴山　美智子様～現在運動療法を実施しており体重・血圧を測定していますが、フロー　　　　　　　　シートへの記入は、その日の準夜の職員が忘れずに記入して下さい。

　　　　　　　　　また、5/5～5/6に外泊がありますが、主治医より、外泊中に摂取した食事内容を記入してくるようにと指導がありました。担当スタッフは食事の摂取内容を記入出来るような表の作成をお願いします。

· 富田　司様～ヒューマカート処方となっています。冷蔵庫保管としています。

· 駒木　洋士様～臨時薬が前回と同じ内容で処方となっています。日中眠気を訴えられて　　　　　　　いる為、日中のプログラムへの参加状況や夜間の睡眠状態の観察を続け　　　　　　　て行きましょう。また、尿失禁を心配され遅くまで起きている事もあり　　　　　　　ますが生活リズムを整える為、２２時には就床して頂くよう促していき、　　　　　　　０時のトイレ誘導は引き続き実施していきましょう。自身の状態を把握　　　　　　　出来る方ですので、自分の状態を振り返るよう関わりを持って行きまし　　　　　　　ょう。

＜看護度の評価・検討＞

· 岩崎　誠一様～看護度はＣ-Ⅳ(症状安定・社会復帰への援助)です。病院では睡眠時間　　　　　　　確保出来ていますが、外泊時は、「犬の散歩がある」との理由で早朝覚　　　　　　　醒があったりと睡眠状態が不安定となっています。又、「家に戻ると心　　　　　　　配や気になる事などが目に付き、つい口に出してしまいそうになるが、　　　　　　　それを押さえているため、ストレスとなってしまっている」と話されて　　　　　　　います。今後、外泊を続けて行く中で、少し家族と距離を置いて物を見　　　　　　　ていける余裕を作っていくが必要であるという事を伝え、外泊より帰院　　　　　　　時は、本人と奥様に外泊中の様子について確認していきましょう。病院　　　　　　　内では、表情冴えず作業中もぼんやり外を眺めたりされていることがあ　　　　　　　りますが、日課・プログラムは問題なく行なうこと出来ています。引き　　　　　　　続き、睡眠状態、表情の変化、日課・プログラムへの取り組み状況につ　　　　　　　いて観察していきましょう。看護度はＣ-Ⅳとします。

· 晴山　美智子様～看護度はＣ-Ⅲ（症状安定・必要に応じた指導）です。4/29の問診時、　　　　　　　　運動療法の経過について聞いた所、「頑張っています。８５㎏になっ　　　　　　　　たら退院してもいですか？」と何度も聞かれることあるため、間食の　　　　　　　　管理や運動療法、健康維持の必要性を説明しています。現在の運動療　　　　　　　　法の経過としては、「疲れた」「調子が悪い」「一人で行なうのは寂　　　　　　　　しい」という発言が聞かれていますが、毎日継続して行う事できてい　　　　　　　　ます。毎日、継続して行う事が出来ている事を評価し、本人が更に継　　　　　　　　続して運動療法を行っていけるように、本人が得意な事を促していき、　　　　　　　　やる気を引き出していこましょう。また、間食の管理についての説明　　　　　　　　も必要と思われますので、栄養指導への参加の検討をしていきましょ　　　　　　　　う。日課は問題なく行う事できています。看護度はＣ-Ⅲとします。

